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（６）授業の感想文 












交響詩「わが祖国」よりモルダウ（平成 24 年の１２回目の授業） 
静かな音量ですが、思っていたよりも激しい動きだと感じました。モルダウは、「歌」
と「歌なし」のバージョンを少ししか聞いたことがなかったので、こういう感じであっ
たのかと新鮮でした。鑑賞の前に話された風景を想像しながら聴くと、また楽しかった
です。一つの曲の中に様々な場面(表情)があって聞いて面白かったです。私は、夜、水の
妖精の所が幻想的できれいで、とても好きでした。朝が来て、有名なフレーズの部分に
なっていって・・・激しい・きれい・明るい・様々な変化があり、驚き感動しました。
モルダウという曲が非常に好きになりました。今度、また自分で聴いてみたいと思いま
す。 
 
学生が短時間の間にＢ６版の用紙に書く感想文は、回を重ねる毎に全てではないが、
文章力や想像力が豊かになっているのが分かる。 
 
Ⅲ．おわりに 
今回は「幼児教育学科における音楽理論の授業についての一考察」として、長年書きと
めてきた授業の記録ノートを参考に書いてみた。又、筆者の附属幼稚園長の経験から音楽
理論が幼児教育者を教育する上で、どの様に役立つかも考えてみたいと思った。これから
「未来ある子どもたち」を育てる責任を持つ幼稚園教諭・保育士として必要な事、大切な
事等を、授業を通して伝えて行きたい気持ちもあり、まとめてみた。 
音楽理論の授業は、学生にとっては難しいと思うが、平成 24 年前期に行った学生の授
業評価アンケート調査の中で「新たな知識や技術は得られたと思いますか」の設問に対し
て、授業時間中、理論は捨ててしまっているのではないかと思う態度の学生が「どちらか
と言えば、そう思う４」と書いてあったのを見て、嬉しく救われた気持ちになった。その
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様に答えてくれた学生は多くいた。 
広く音楽全体を見た時に、音楽の持つ力は非常に大きく豊かである。多くの音楽経験によ
って、人は（乳幼児から高齢者まで、健常者も障害者も）元気づけられ、又癒されている。
保育の中で音楽の楽しさを子どもに伝えて行くのは、保育者である。保育者を目指してい
る学生自身が楽しいと思う音楽経験を重ね、音楽の楽しさを子どもたちに伝えていって欲
しい。  
学生には音楽の知識を深めると共に、それに伴う豊かな感性や、想像力を磨いて欲しい
と願っている。豊かな感性の中には、人として幼児教育者としても大切な沢山な要素が含
まれている。この授業を研究し更に良い授業が出来る工夫を重ねて行きたいと思う。 
 
  
